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研究科 Luke特任助教“Category Mistakes: A Definition and Consideration of Their Meaningfulness”、入
江教授“Question and the Meaning of Identity Sentences”、舟場教授„Nationalismus und/oder 
Potenzialität des Weltbürgerrechts bei Fichte“、嘉目特任講師“On the Precedence of the First-personal 












然性」を開催した。同年 12月に handai metaphysica特別研究例会としてネブラスカ大学 Halla 
Kim教授を招き、講演 “How is the Corruption of the Will Possible? -Kant on natural dialectic and 
radical evil -” をおこなっていただいた。2018年 2月に嘉目特任講師が、人文・社会科学横断若 
手研究者ワークショップ「社会における言語使用としてのヘイトスピーチ Vol. 1」を、和泉悠氏 
（南山大学）、大塚生子氏（大阪工業大学）、柳田亮吾氏（大阪大学）、明戸隆浩氏（関東学院大学）











研究促進助成金タイプ B、平成 29年度採択）のもと、望月教授の招へいで、Kasem Phenpinant
准教授（チュラロンコン大学）に京都大学にて講演 “Hospitality as the Acceptance of the Others: 
Recasting the Ethics of Deconstruction” を、またさらに 8月には大阪大学にて講演「タイで哲学す
るということ」をおこなっていただいた。同年 9月には舟場教授が第 6回大阪哲学ゼミナールを
開催し、デュースブルク－エッセン大学のアンドレアス・ニーダーベルガー教授を招いた。また
同月には三木助教が首都大学東京およびジュネーヴ大学の Paolo Bonardi氏を招き、第 24回
handai metaphysica特別講演会 “Millianism, Nonexistence and Classical Logic” を開催した、（2017年






入江教授が、2018年 5月にソガン大学（韓国）にて口頭発表 “Meaning as Role in Question-
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Answer-Inferences: Beyond Robert Brandomʼs Inferential Semantics” をおこなった。同年 8月 17日に
第 24回世界哲学大会（北京）にて口頭発表 “Question-Answer Inference” をおこなった。




Blockseminar “Zur Idee der Weltrepublik in der politischen Philosophie bei Kant, Karatani und Habermas”
をおこなった。




同年 8月に第 24回世界哲学大会（北京）にて、口頭発表 “How should Fichteʼs Philosophy be 
Rehabilitated in Contemporary Philosophy” をおこなった。さらに同年 9月に明治大学でおこなわれ
た批判的社会理論研究会第 34回例会において Karl-Otto Apel, “Pragmatismus als sinnkritischer 
Realismus auf der Basis regulativer Ideen. In Verteidigung einer Peirceschen Theorie der Realität und der 
Wahrheit” (in: M.-L. Ratters u. M. Willaschek (Hrsg.), Hilary Putnam und die Tradition des Pragmatismus, 
Frankfurt am Main: Suhrkamp, 2002, S. 117-147)を紹介した。
三木助教が 2018年 4月に着任した。同年 10月に立命館大学にて開催された日本科学哲学会第
51回大会にて口頭発表「意図の無限後退問題とは何だったのか」をおこなった。
望月教授が、2018年 8月に開催された The 4th Conference on Contemporary Philosophy in East 













催された第 24回世界哲学大会にて、口頭発表 “Compossibility of a World and Contingency of the 
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（2017年 12月、哲学 Dynamite !!、上智大学）、「意味論的内在主義と外在主義的直観の調停」（2018






課程の西村知紘が 2017年 11月 11日に口頭発表「ハイデガーにおける語りと言明」（日本現象学
会第 39回研究大会、大阪大学）をおこなった。





































書房、2018/3）、『On Development from Husserlʼs phenomenology-Between Phenomenology of 
Intersubjectivity and Clinical Philosophy of Caring-』（大阪大学大学院文学研究科紀要、2018/3）。研
究発表・講演：「日本における終末期ケアの現場」（2017/11/28、ハイデルベルク大学翻訳通訳学科）、
「Zwei Wege der klinischen Philosophie in Japan」（2017/12/5、ハイデルベルク大学日本学研究所）、 
「Die Begriffe, Verhältnis,ʻAmaeʼ und ʻAidaʼ im Vergleich」（2017/12/7、ハイデルベルク大学精神医学
教室・ヤスパース研究所）、「意思決定支援について」（2017/12/16、庄内地域包括支援センター）、





2017/12）、「On Dis/Ability in Husserlʼs Phenomenology」（『臨床哲学』19号、2018/3）、「間身体的表






アローグ」（『環境会議』秋号、2018/9、178-183頁）。研究発表：「Philosophy as a Therapy: Spinoza 



















小西講師は、研究活動として以下のものを行った。研究発表：「The Psychologically Dependent 
Person in an Ethic of Care: Considering the Pathological Situation」（24th World Congress of Philosophy、



















Circles of Guilt in R. J. Liftonʼs Survivor Study（『グローバル日本研究クラスター報告書』1号，
2018，pp.61-72）。また小論として、高原耕平「災害で死ぬということ：北大阪地震の内側から」
（『WEBRONZA』、2018/6/22）。
以下の研究発表を行った。三ツ田枝利香「ひとりの人が自宅で暮らすことを支える：訪問看護
師としての体験より―」（第 95回臨床実践の現象学研究会、2017/11/4）、高原耕平「R. J.リフ
トンのサバイバー研究における「罪責感の同心円」理念の倫理学的可能性」（関西倫理学会、同
11/19）、「証言構造としての〈傷〉：阪神淡路大震災期復興住宅における外傷的体験の対話と分析」
（「傷つきやすさと有限性の現象学」第 7回研究会、2018/5/3、國學院大學）、「アウグスティヌス
と PTSD：記憶を語りなおすということ」（第 38回大阪大学医療人文学研究会、2018/8/22、大阪
大学）、桂ノ口結衣「哲学対話において「発言はしなくても OK」か？：オスカル・ブルニフィ
エの哲学プラクティスから」（日本哲学プラクティス学会第 1回大会、2018/8/26、明治大学）。小
川長「経営における「ケアの倫理」の可能性」（経営哲学学会第 35回全国大会、2018/8/31、慶
應義塾大学）。
 （堀江）
